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｢大陸先カンブリア紀構造地質図(I〈apTaTeKT0一

㎜KHム0KeM6pH兄K0HT㎜eHT0B)｣と｢同説明書｣

縮尺:1/15,000,000出版:ナウカ出版所モス

クワ(図幅1970年説明書1974年一本文露文抄録

英文)図幅12枚組(縦3枚横4枚):1枚70×74cm

:12ルｰプノレ64カペイカ説明書:74p.･図4･表

2:21.5×14.5cm:37カペイカ

発行:ソ連科学アカデミｰ

編纂:シベリア支部地質･地球物理研究所

古地質構造の復元を基礎にして鉱物資源のポテンジャ

ノレを明らかにする試みはソ連地質学派の得意とすると

ころである.世界の基盤構造の巨視的な展開はこの図

幅をもって最初といえる.その意味で興味尽きない内

容の図幅であろう.ともかくも大労作である.

上掲の部分は第3図の部分で日本列島を含む中国･

モンコノレ･極東ソ連の地域で現在構造地質発達吏と

メタロジェニ←の問題から重視されつつあるモンコノレ

=オホｰツク構造帯の基礎がはっきりと示された部分

でもある.
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